
 
平成 29年 4月 24日 
教 育 企 画 課 

 

新富山県教育振興基本計画（仮称）について 

富山県教育振興基本計画については、昨年３月に策定された「富山県教育大綱」を踏

まえて見直しを進めてきたところですが、今般、有識者等からなる「新富山県教育振興

基本計画（仮称）策定委員会」（委員長 神川康子（富山大学副学長））における意見を

もとに、下記のとおり計画案を取りまとめました。 

 

１ 計画案の概要 

 （1）計画の名称  新富山県教育振興基本計画 

（2）計画期間   平成 29（2017）年度から平成 33（2021）年度までの５年間 

 （3）基本理念 ＝ 教育大綱と同じ  

   「ふるさと富山に誇りと愛着を持ち、地域社会や全国、世界で活躍し、未来を切

り拓く人材育成」 －真の人間力を育む教育の推進－ 

 （4）計画の体系 ＝ 教育大綱と同じ  

 「富山県教育大綱」に即した、９つの基本施策 

 （5）計画のポイント（詳細は別紙１，２のとおり） 

① 教育大綱の基本理念、基本方針を踏襲 

・教育大綱の実施計画としての位置付け 

② 教育大綱の策定以後の国等における新たな施策を反映 

 ・次期学習指導要領の内容を反映（アクティブ・ラーニング、プログラミング教育など） 

 ・国の第３期教育振興基本計画の内容を反映 

 ・Ｇ７富山環境大臣会合における「富山物質循環フレームワーク」に関する記載 など 

③ 教育大綱に記載された項目のうち、今日的な教育課題を深掘り 

 ・情報モラル・ネットトラブル対策、ＩＣＴを活用した教育、道徳教育、英語教育など 

④ 実効性あるものにするため、数値目標を設定 

 ・29項目 

 

２ これまでの経過 

平成 28年 5月 27日  第１回策定委員会 

〃  11月 21日  第２回策定委員会 

    〃  12月 22日～1月 23日  パブリックコメント 

  〃  12月～    アドバイザーからの意見聴取 

              

 

 

平成 29年 2月 21日  第３回策定委員会 

〃  4月 10日  教育委員会において議決 

〃  4月 24日   総合教育会議へ提出 

飯田浩之(筑波大准教授)、西村幸夫(東京大教授)、 

耳塚寛明(お茶の水女子大教授) 

資料３ 


